
福
祉
・
医
療
の
充
実
と
50
万
都
市
の
誕
生

昭
和
50
年
代
は
福
祉
や
医
療
の
充
実
に
重
点
が
置

か
れ
、
休
日
急
患
歯
科
診
療
所
や
言
語
障
害
矯
正
の

た
め
の
「
こ
と
ば
の
相
談
室
」、
さ
ら
に
市
立
医
療

セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ふ
な
ば
し
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
が
レ
ジ
ャ
ー

の
多
様
化
や
高
級
化
、
若
者
層
の
指
向
の
変
化
な
ど

か
ら
、
経
営
に
行
き
詰
ま
り
、
昭
和
52
年
に
閉
園
。

昭
和
56
年
に
は
、
そ
の
跡
地
に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
「
ら
ら
ぽ
ー
と
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

昭
和
54
年
「
品
格
の
あ
る
文
化
都
市
」
を
都
市
像

と
す
る
船
橋
市
基
本
構
想
を
策
定
。
昭
和
58
年
に
は

市
の
人
口
が
つ
い
に
50
万
人
を
突
破
し
、
同
年
、

「
活
力
あ
る
近
代
的
都
市
」
を
目
標
に
し
た
基
本
計

画
を
策
定
。
立
ち
遅
れ
て
い
た
都
市
基
盤
の
整
備
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
な
ど
が
系
統
的
、
継
続
的
に

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
み
ん
な
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
自

ら
の
健
康
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、
地
域
で
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
よ
う
と
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
」

が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

1 9 7 5 ～ 1 9 8 4

For a decade from the mid-1970s, priority was given to improving welfare and
healthcare. An emergency dental clinic, "language counseling room" for speech-dis-
abled individuals, and the municipal medical center were established.

In 1977, diversification and changes in leisure preferences, particularly
among the younger generations, led to the closing of the Funabashi Health Center. In
1981, "La La Port," a large shopping center, was completed on the previous site of the
Funabashi Health Center.

In 1979, the city formulated the new conceptual goal of "The Cultured City of
Grace," but with a population exceeding 500,000, in 1983 switched to "A Vital Modern
City." Based on the plan, undeveloped urban infrastructure has been upgraded, and
communities have been systematically and continuously developed.

Furthermore, "City of Sports and Health" was declared to encourage all citi-
zens to enjoy sports, to take care of their own health, and at the same time to encour-
age neighborly contact within communities.

Welfare Enrichment Pushes the City to a Half-Million

■市立医療センターオープン　昭和58年
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市
の
動
き

社
会
の
動
き

昭和50（1975年）

１
月
８
日

二
和
連
絡
所
開
設

３
月

山
陽
新
幹
線
　
博
多
ま
で
開
通

４
月

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結

４
月
１
日

三
田
公
民
館
開
館
（
三
田
中
学
校
体
育
館
と
併
設
）

５
月
１
日

第
12
代
市
長
に
藤
代
七
郎
就
任

６
月

ス
エ
ズ
運
河
８
年
ぶ
り
に
再
開

７
月

沖
縄
海
洋
博
覧
会
開
催

７
月
11
日

金
杉
自
然
の
森
開
設

８
月
４
日

豊
富
出
張
所
庁
舎
新
築
移
転
、
北
部
公
民
館
と
併
設

９
月
１
日

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
現
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
開
館

10
月
１
日

第
12
回
国
勢
調
査
　
人
口
　
42
万
３
１
０
１
人

世
帯
数
　
12
万
４
３
２
７

２
月

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

初
の
実
用
衛
星
「
う
め
」
打
ち
上
げ
成
功

３
月
31
日

市
営
公
益
質
屋
閉
鎖

行
田
団
地
入
居
開
始

４
月
１
日

西
浦
終
末
処
理
場
（
下
水
処
理
施
設
）
操
業
開
始

５
月
１
日

夏
見
町
運
動
広
場
開
設

老
人
福
祉
電
話
設
置

６
月
27
日

市
営
潮
干
狩
場
開
場

７
月
15
日

青
少
年
キ
ャ
ン
プ
場
（
白
井
町
）
開
場

９
月

中
国
・
毛
沢
東
首
席
死
亡

９
月
１
日

老
人
憩
の
家
、
高
根
台
と
宮
本
に
開
設

３
月

米
、
ソ
、
２
０
０
海
里
漁
業
専
管
水
域
実
施

４
月
１
日

芝
山
団
地
入
居
開
始

芝
山
公
設
小
売
り
市
場
（
芝
山
プ
ラ
ザ
）
開
設

芝
山
出
張
所
開
設

初
の
自
転
車
駐
車
場
（
北
習
志
野
駅
）
設
置

５
月
５
日

船
橋
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
、
一
部
を
除
き
営
業
休
止

８
月

北
海
道
有
珠
山
大
噴
火

９
月

巨
人
軍
の
王
貞
治
選
手
、
７
５
６
本
塁
打
を
打
ち
世
界
新
記
録
達
成

９
月
１
日

中
央
公
民
館
建
て
替
え
完
了
、
新
館
開
館

10
月
１
日

市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典

12
月
２
日

県
立
船
橋
県
民
の
森
一
部
開
園

18
日

休
日
急
患
歯
科
診
療
所
開
設

昭和51年（1976年）昭和52年(1977年)

■休日急患歯科診療所開設　昭和52年

■建て替えが完了した中央公民館　昭和52年

■高根公団駅ビル（サンプロムナード）がオープン　昭和51年

■北総開発鉄道の小室～北初富駅間が開通　昭和54年
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４
月

植
村
直
己
、
北
極
点
到
達

４
月
１
日

こ
と
ば
の
相
談
室
開
設

４
月
５
日

運
動
公
園
野
球
場
に
ナ
イ
タ
ー
設
備
完
成

５
月

新
東
京
国
際
空
港
開
港

７
月

日
本
人
平
均
寿
命
、
男
７
２
・
６
９
歳
、
女
７
７
・
９
５
歳
で
世
界
一

円
高
続
投
１
ド
ル
２
０
０
円
を
割
る

７
月
１
日

市
民
文
化
ホ
ー
ル
開
館

８
月

日
中
平
和
友
好
条
約
調
印

８
月
26
日

西
船
橋
ふ
る
さ
と
農
園
開
園

９
月
１
日

高
瀬
町
運
動
広
場
開
設

10
月
１
日

福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
実
施

２
日

武
蔵
野
線
　
西
船
橋
〜
新
松
戸
駅
間
開
通

11
月
２
日

老
人
生
き
が
い
広
場
開
設

２
月

イ
ラ
ン
革
命

中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
侵
攻

３
月
１
日

三
山
連
絡
所
開
設

９
日

北
総
開
発
鉄
道
　
小
室
〜
北
初
富
駅
間
開
通

13
日

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
小
室
ハ
イ
ラ
ン
ド
入
居
開
始

４
月
１
日

市
立
船
橋
養
護
学
校
（
現
特
別
支
援
学
校
）
開
校

５
月

英
、
保
守
党
サ
ッ
チ
ャ
ー
党
首
が
初
の
女
性
首
相
に
就
任

５
月
１
日

第
13
代
市
長
に
藤
代
七
郎
氏
就
任

７
月
１
日

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
開
設

大
穴
市
民
プ
ー
ル
開
設

10
月

韓
国
、
朴
大
統
領
射
殺
事
件

10
月
１
日

火
災
等
災
害
共
済
制
度
施
行

11
月
25
日

第
１
回
船
橋
市
子
ど
も
市
議
会
開
催

12
月

ソ
連
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

３
月
31
日

�
船
橋
市
医
療
公
社
設
立

４
月

米
、
イ
ラ
ン
と
国
交
断
絶

４
月
１
日

西
船
連
絡
所
開
設

四
市
複
合
事
務
組
合
馬
込
斎
場
開
設

17
日

�
船
橋
市
生
き
が
い
福
祉
事
業
団
設
立

５
月

日
本
、
モ
ス
ク
ワ
五
輪
不
参
加
決
定

５
月
１
日

身
体
障
害
者
の
た
め
の
リ
フ
ト
バ
ス
「
き
ぼ
う
号
」
運
行

６
月

大
平
正
芳
首
相
急
死

６
月
20
日

市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
結
成
式

９
月

イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
と
全
面
戦
争

10
月
１
日

第
13
回
国
勢
調
査
　
人
口
　
47
万
９
４
３
９
人

世
帯
数
　
15
万
５
３
７
２

11
月

米
大
統
領
に
レ
ー
ガ
ン
当
選

１
月
10
日

青
少
年
会
館
開
館

１
月
14
日

大
神
宮
灯
明
台
百
周
年
記
念
点
灯
式

３
月

神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博
覧
会
開
催

３
月
14
日

第
１
回
市
民
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
演
奏
会
開
催

昭和53年（1978年）（1981年） 昭和54年（1979年）昭和55年（1980年）

■身体の不自由な人のためのリフトバス
「きぼう号」が始動　昭和55年

■大型ショッピングセンターららぽーと開業　昭和56年

■一宮少年自然の家開所　昭和56年
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■若松児童ホーム開園。藤代七郎市長を囲んで　昭和55年



４
月
１
日

小
室
児
童
ホ
ー
ム
、
小
室
老
人
憩
の
家
開
設

２
日

ら
ら
ぽ
ー
と
開
店

15
日

小
室
公
民
館
、
小
室
連
絡
所
開
設

６
月
１
日

一
宮
少
年
自
然
の
家
開
所

若
松
野
球
場
開
設

２
日

東
図
書
館
開
館

７
月
19
日

第
14
代
市
長
に
大
橋
和
夫
就
任

10
月

福
井
謙
一
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

10
月
１
日

国
鉄
東
船
橋
駅
開
業

船
橋
駅
北
口
再
開
発
ビ
ル
完
成

11
月
７
日

第
１
回
市
民
オ
ペ
ラ
公
演

２
月

ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
火
災

２
月
１
日

船
橋
東
警
察
署
新
設

３
月
20
日

野
外
彫
刻
第
１
号
「
ふ
れ
あ
い
」
完
成
（
中
央
公
民
館
前
）

３
月
21
日

第
１
回
船
橋
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

６
月

東
北
新
幹
線
開
業

７
月
16
日

船
橋
海
浜
公
園
開
園

10
月
26
日

東
武
野
田
線
　
船
橋
〜
塚
田
駅
間
高
架
化
完
了

11
月

上
越
新
幹
線
開
業

中
曽
根
康
弘
内
閣
成
立

11
月
29
日

市
役
所
新
庁
舎
完
成

１
月
23
日

第
１
回
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
第
九
交
響
曲
演
奏
会

２
月
26
日

消
防
局
は
し
ご
付
き
消
防
自
動
車
（
高
さ
48
m
）
を
導
入

４
月
１
日

北
部
清
掃
工
場
（
ご
み
焼
却
施
設
）
操
業
開
始

市
立
船
橋
高
校
に
体
育
科
を
新
設

老
人
大
学
開
校

５
日

南
三
咲
屋
根
付
き
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
完
成
（
全
国
初
）

８
月
26
日

第
１
回
「
私
が
あ
げ
る
花
火
大
会
」
開
催

９
月
22
日

市
人
口
50
万
人
突
破

10
月

三
宅
島
大
噴
火

10
月
１
日

中
央
図
書
館
開
館

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

10
日

「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
」
を
宣
言

３
月

江
崎
グ
リ
コ
の
江
崎
社
長
誘
拐
事
件

３
月
19
日

住
宅
・
都
市
整
備
公
団
鉄
道
小
室
〜
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

中
央
駅
間
開
通

４
月
１
日

青
少
年
キ
ャ
ン
プ
場
（
大
神
保
町
）
開
場

５
日

社
会
福
祉
会
館
開
館

６
月

P
h
o
t
o
ふ
な
ば
し
（
写
真
版
広
報
紙
）
創
刊

８
月
17
日

法
典
東
小
学
校
（
男
子
）
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会

で
優
勝

10
月

ソ
連
の
「
サ
リ
ュ
ー
ト
７
号
」
の
３
飛
行
士
が
宇
宙
空
間
に

８
か
月
の
滞
在
新
記
録
を
達
成

10
月
10
日

「
ま
ち
か
ど
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」
を
市
内
３
か
所
に
設
置

12
月
１
日

印
鑑
登
録
証
明
書
発
行
事
務
を
電
算
化

昭和56年昭和57年（1982年）昭和58年（1983年）昭和59年（1984年）

宮
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
鈴
木
さ
ん
の

遊
び
場
は
、
近
所
を
走
る
総
武
線
の
線

路
端
で
し
た
。「
線
路
の
土
手
で
は
、

ボ
ー
ル
紙
で
草
滑
り
な
ど
を
し
て
、
暗

く
な
る
ま
で
友
だ
ち
と
遊
ん
で
い
ま
し

た
ね
」。
電
車
の
合
間
に
ゆ
っ
く
り
と

や
っ
て
来
る
Ｓ
Ｌ
の
乗
客
か
ら
「
こ
ん

な
線
路
端
で
何
を
し
て
い
る
ん
だ
い
」

な
ど
と
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
と
か
。

鈴
木
さ
ん
が
通
っ
て
い
た
峰
台
小
学

校
の
教
室
か
ら
も
線
路
が
見
え
た
そ
う

で
す
。「
授
業
中
に
Ｓ
Ｌ
が
通
る
と
、

よ
そ
見
を
し
た
も
の
で
す
。
い
つ
も
身

近
に
Ｓ
Ｌ
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
、
自

然
と
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
ん
で

す
ね
」

高
校
時
代
に
は
、
全
国
の
Ｓ
Ｌ
を
追

い
か
け
て
歩
く
ほ
ど
の
鉄
道
フ
ァ
ン

に
。
平
成
12
年
に
は
、
写
真
集
「
遠
い

汽
笛
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。「
Ｓ
Ｌ
の

魅
力
は
、
１
人
で
は
動
か
せ
な
い
し
、

水
と
石
炭
が
な
い
と
動
か
な
い
。
そ
ん

な
融
通
の
利
か
な
い
と
こ
ろ
に
、
人
間

味
や
温
か
さ
を
感
じ
る
ん
で
す
」

Ｊ
Ｒ
の
車
掌
と
し
て
働
い
て
い
る
鈴

木
さ
ん
。
休
日
に
は
、
今
で
も
カ
メ
ラ

片
手
に
出
掛
け
、
写
真
を
撮
り
続
け
て

い
ま
す
。

いつも身近にＳＬがあった

■運動公園で行われたスポーツ健康都市宣言　昭和58年

■50万都市誕生記念植樹　中央は大橋和夫市長。
右端は大沢元吉議長　昭和58年鈴木一雄さん

（飯山満町2）

峰台小学校付近の跨線橋から津田沼方面を望む（昭和42年）
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